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１．新庁舎の建て替え位置の決定
について
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・現庁舎：昭和４１年（1966年）竣工
・平成２４年１月から耐震化調査を実施
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耐震改修の選択が困難であるため新築建て替
えをするという方針を公表（平成２４年５月）

・市民や職員の安全確保 ・環境負荷軽減
・庁舎のバリアフリー化 ・ライフサイクルコスト等

震度６強規模の地震で倒壊又は崩壊する危険性

＋

１．新庁舎の建て替え位置の決定について



平成２４年

６月～７月 市民意見の募集

７月 大宮駅周辺地域戦略ビジョン懇談会

８月 さいたま市都市経営戦略会議

市民会館おおみや敷地周辺へ移転と結論
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埼玉県と県大宮合同庁舎敷地の

取得に関する協議を開始

１．新庁舎の建て替え位置の決定について
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新庁舎の建て替え位置が決定

１．新庁舎の建て替え位置の決定について

○埼玉県とさいたま市の協議経緯
平成２４年１２月 基本協定書を締結

⇒県大宮合同庁舎敷地を、市有地との土地
交換により取得することを明記

平成２６年 ５月 確認書を締結
⇒市の土地交換先を区役所別館敷地とし、
その他詳細事項を明記

同８月１日 土地交換契約書を締結
⇒県と市の土地価格、差額金の取扱い、所
有権の移転等について明記



7

大宮駅

現大宮区役所

県大宮合同庁舎

区役所
別館

約５００ｍ

山丸公園

市民会館
おおみや

氷
川
参
道 移転

土地交換

現地拡大

１．新庁舎の建て替え位置の決定について

位置図



２．新庁舎の整備について
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大宮の歴史や環境の魅力

×

大宮における現代社会の要求

人とまちが活性化する大宮らしい

交流空間の創出

||
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２．新庁舎の整備について

新庁舎の理念
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２．新庁舎の整備について

【課題事項】

①諸室の重複

②事務機能の重複

【交流空間形成イメージ】（一般的な機能複合化）



【交流空間形成のイメージ】（相乗効果を生む複合化）

11

２．新庁舎の整備について

【交流空間形成イメージ】（相乗効果を生む複合化）



①区民に開かれ、利用しやすい施設とします

②一体整備により相乗効果を誘発する、交流を創出

する施設とします

③賑わいを誘発し、地域のシンボルとなる大宮らしい

施設とします

④情報発信機能の充実した施設とします

⑤防災の拠点となる施設とします

⑥耐久性があり、持続性の高い施設とします

⑦環境と経済性に配慮した施設とします
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２．新庁舎の整備について

新庁舎の整備基本方針



区民に開かれ、誰でも利用しやすいサービス施設

①窓口業務を集約し、区民の利便性の高い施設とします

②情勢変化に対応できる柔軟性の高い施設とします

③区や北部建設事務所の防災機能を確保します

④会議室や打合せコーナーは極力共用化による合理化

やオープン化を図ります

⑤ （仮称）ふれあいスペースとの連携を配慮します

⑥複合化による開館時間・休館日の違いやセキュリティーに

配慮します
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２．新庁舎の整備について

区役所の考え方



①視認性の高いオープンな空間とし、こどもから高齢者まで利用

しやすい施設とします。

②歴史と文化資源の発信基地を目指し、さいたま市ゆかりの文学

者の資料を展示、公開します。

③ＩＣタグによる資料管理を導入し、プライバシーに配慮した貸出

処理を可能とします。

④時代にマッチした新しいサービスの展開を目指します

居心地が良く、多くの人が利用しやすい図書館
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２．新庁舎の整備について

図書館の考え方



①多世代が目的を超え、また、自然に集まる区民の居場所としま

す

② カフェなどを配置し、誰でも気軽に利用できる空間づくりを行い、

また、休憩・休息処とします

③ フリースペースや多目的スペースなど、さまざまなイベントにも

柔軟に利用が可能な空間とします

④ （仮称）杜のひろばや氷川参道などにも賑わいを創出させる空

間とします

⑤災害時に災害対策活動を行えるスペースとします

世代・目的を超えた様々な交流が誘発される区民の居場所
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２．新庁舎の整備について

（仮称）ふれあいスペースの考え方



３．防災計画について
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○新庁舎の防災機能について
地域防災計画に基づき、防災拠点となる施設として計画します。

・免震構造の採用
・防災機能のある会議室を配置
・拠点備蓄倉庫の確保
・ヘリサイン（屋上等の施設名表示）の設置
・インフラの多重化、非常用発電機室などによる電気と水の確保
など

【導入検討項目】

３．防災計画について
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○（仮称）杜のひろばの防災機能について
山丸公園の機能を維持しながら、防災機能を持たせたひろばとして
一体的整備を行います。

・非常用発電装置
・非常災害用給水施設（貯水タンク）
・パーゴラ、かまどベンチ
・災害用トイレ（マンホールトイレ）及び汚水貯留槽
・ソーラー灯や電波時計
など

【導入検討項目】

３．防災計画について
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４．施設計画案について
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≪建物形状の基本的考え方≫

○敷地南側への圧迫感を軽減するよう、施設配置や建
物高さに配慮します。
○氷川緑道西通線や氷川参道からの景観への配慮を
行います。
○北側への日影の影響を十分考慮するなど、良好な居
住環境を維持するとともに、（仮称）杜のひろばが明る
く、開放的な空間になるようにします。

４．施設計画案について
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※この資料はイメージであり、今後の検討結果により変更の可能性があります。

周辺の居住環境や景観
への配慮、北側にある
杜のひろばの日照確保
という点で総合的に判
断し、中層セットバック
案を中心に検討してい
ます。

４．施設計画案について

杜のひろば

文化複合施設
（将来）
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中層セットバック案

≪建物形状の検討≫

６階～７階程度



≪機能構成の基本的考え方≫

○区役所については、窓口機能を集約し、区民の利便
性を高めます。
○図書館については、区民、特に子供たちが利用しや
すいことや（仮称）ふれあいスペースとの連携が図ら
れるよう配慮します。
○（仮称）ふれあいスペースについては、区役所閉庁時
の利用を考慮するとともに、賑わいの創出を図ります。

４．施設計画案について
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※この資料はイメージであり、今後の検討結果により変更の可能性があります。

区民の利便性も
高く、図書館と
（仮称）ふれあい
スペースとの連
携も図ることがで
きる、この案を中
心に検討してい
ます。

４．施設計画案について
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≪機能構成の検討≫

（低層階）
・区役所 ・図書館
・（仮称）ふれあいスペース

（地階）
・駐車場等

（中層・高層階）
・区役所等



角を取ることに
より杜のひろば・
参道との一体感
を高めることが
できます

低層部面積を大
きくとり、利用者の
利便性を高め、建
物高さを抑えるこ
とができます

現状の機能を確
保の上、杜のひろ
ばと一体的に整
備をしていきます

車両アプローチは
北側道路からの
確保を検討してい
ます

※この資料はイメージであり、今後の検討結果により変更の可能性があります。

４．施設計画案について
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施設イメージ



大宮区役所新庁舎整備
検討状況について

平成２６年１２月



新庁舎整備手法検討調査（中間報告）

１．整備手法の検討
２．事業スケジュールの検討

大宮区役所新庁舎の整備手法の考え方

３．概算事業費の検討

○整備手法検討フロー

2



１．整備手法の検討について

１ 早期の供用開始

２ コスト削減、財政負担の平準化

３ 市及び市民の意向反映

４ 民間参画の容易性、地元事業者への配慮

新庁舎整備における民間活力導入の可能性について、以下
の視点と整備手法の特徴を踏まえて、検討を行いました。

◆視点について
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１．整備手法の検討について

整備手法 特 徴

従来方式

設計・施工を分離して（分離発注）、詳細な仕様に基づき
（仕様発注）、建築・設備等に分割して（分割発注）発注する
従来の公共工事で整備する方式。資金調達や維持管理・
運営は公共で実施する。

民
間
活
力
導
入

ＤＢ方式
（ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ﾋﾞﾙﾄﾞ）

設計・施工を一括して発注する方式。資金調達や維持管
理・運営は公共で実施する。

ＤＢＯ（Ｍ）方式

（ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ﾋﾞﾙﾄﾞ・
ｵﾍﾟﾚｰﾄ（ﾒﾝﾃﾅﾝ
ｽ））

設計・施工と維持管理・運営を一括して発注する方式（Ｍの
場合は、維持管理のみ）。資金調達は公共で実施する。

◆整備手法の特徴について
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整備手法 特 徴

民
間
活
力
導
入

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
（※

）

ＢＴ方式

（ﾋﾞﾙﾄﾞ・ﾄﾗﾝｽ
ﾌｧｰ）

民間事業者に資金調達（一部）、設計・施工を一括して発
注する方式。維持管理・運営は公共で実施する。

ＢＴＯ方式
（ﾋﾞﾙﾄﾞ・ﾄﾗﾝｽ
ﾌｧｰ・ｵﾍﾟﾚｰﾄ）

民間事業者に資金調達（一部）、設計・施工、維持管理・
運営を一括して発注する方式。この方式の場合、施設整
備後、施設の所有権が公共に移転される。

◆整備手法の特徴について
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（※）ＰＦＩ（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ・ﾌｧｲﾅﾝｽ・ｲﾁｼｱﾁﾌﾞ）：民間事業者が民間資金、ノウハ
ウを活用して施設整備、維持管理・運営等のサービス提供を行う手法。

１．整備手法の検討について



◆整備手法の評価について

・従来方式に対して民間活力を導入した場合
⇒設計と施工等を一括発注することで、民間事業者のノ
ウハウを活用できることから、工期短縮やコスト削減
が期待できます。
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１．整備手法の検討について

・ＤＢ方式、ＤＢＯ（Ｍ）方式に対してＰＦＩ方式とした
場合
⇒財政負担の平準化が図れるが、起債（市の借金）より
高金利での資金調達となり、金利負担が増えるととも
に民間参画の負担となります。



・ＤＢ方式に対してＤＢＯ（Ｍ）方式とした場合
⇒維持管理・運営まで含めて一括発注することで、設計
段階から維持管理会社のノウハウを活用でき、コスト
削減が期待できます。
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１．整備手法の検討について

・基本設計先行型（事業者選定に先立ち公共が自ら基本設
計を実施すること）とした場合
⇒早期の供用開始が可能であり、市民及び市の意見が十
分に反映できます。

本事業の整備手法は基本設計先行型のＤＢＯ（Ｍ）方
式が望ましいと考えます。



◆事業スケジュール

・基本設計先行型のＤＢＯ（Ｍ）方式で事業を実施した場
合、平成31年5月の供用開始が想定されます。
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２．事業スケジュールの検討について



◆概算事業費算定の考え方

内閣府が公表している過去のＰＦＩ方式による事務庁
舎整備事業２０件のＶＦＭ（※）の平均は約６%であり、
本事業で検討している基本設計先行型ＤＢＯ（Ｍ）方式
においても、同程度のＶＦＭが想定されます。

９

（※）ＶＦＭ（ﾊﾞﾘｭｰ・ﾌｫｰ・ﾏﾈｰ）：支払いに対して最も価値の高いサー
ビスを提供すること。施設整備においては、公共サービス水準が同一な場
合、より低いコストで整備すること。

３．概算事業費の検討について



◆概算事業費（※）

整備手法 概算事業費

基本設計先行型ＤＢＯ（Ｍ）方式 約１３０億円

（参考）従来方式 約１３８億円

（※）概算事業費には、区役所別館改修や防災無線移設など県機能補償費は含まれない。

・本事業を基本設計先行型のＤＢＯ（Ｍ）方式で実施した
場合、従来方式に比べて、約８億円の事業費削減が見込
まれます。
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３．概算事業費の検討について



民間活力を導入し、基本設計先行型のＤＢＯ
（Ｍ）方式の考え方を中心に、今後も検討してま
いります。

大宮区役所新庁舎の整備手法については、これまでの
検討状況を踏まえつつ、以下の考え方とします。
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大宮区役所新庁舎の整備手法の考え方

※今後の検討結果により変更となる可能性があります。



ご清聴ありがとうございました


